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いることを in situ ハイブリダイゼーション法によって証明した。さらにこのGLPタイプのＡＱＰ
は，円筒細胞の頂端側原形質膜だけに局在分布していた。このGLPは中腸でも後腸側に近い領域で特
に偏って発現しており，水輸送とは別の尿素などの輸送に関係していることが推定された。さらに，
卵胞では卵母細胞を取り囲む濾胞細胞の原形質膜で検出され，上記(2)で述べた二種類の水選択的Ａ
ＱＰとは異なる挙動を示すことから，グリセロールなど水輸送以外のはたらきで卵形成への関与が
示唆された。 
昆虫で最初のＡＱＰの同定と機能解析からまもなく20年が経過しようとしている。非モデル昆虫
での遺伝子解析が比較的容易に行われるようになった現在において，ＡＱＰ研究も単に遺伝子とし
ての同定や機能解析に止まることなく，組織の中での生理的役割を実験的に明確に証明できる状況
が整い，重要な農業害虫や感染媒介昆虫の新しい制御への応用展開も期待されることが示された。
以上のように，本学位論文は，昆虫の浸透圧調節機構に関わる水代謝の分子基盤・細胞基盤につい
て追究し，昆虫生理学上の重要な一歩を踏み出す知見を発信した。したがって，本審査会の判断と
して，博士学位として十分な価値を有すると認められる。 
 
